
誰
田

力

出
魯
蔓
ζ
9
α
Q
a
お
Φ
傷
」

　
b
d
量
慈
ミ
§
鴨
Q
§
註
○
ミ
ミ
、
Q

　
菩
ミ
題
鴇
ミ
N
め
◎
栽

ヘ
ン
リ
ー
・
マ
グ
ア
イ
ア
編

『
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
文
化
一
八
二
九
～
＝
一
〇
四
年
一
』

根
津
由
喜
夫

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
都
に
君
臨
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
、
彼
を

取
り
巻
く
世
界
は
、
こ
れ
ま
で
、
西
欧
入
の
視
点
か
ら
、
と
か
く
胡
散
臭
げ

な
イ
メ
ー
ジ
で
描
き
出
さ
れ
て
き
た
。
虚
飾
に
包
ま
れ
、
陰
謀
の
渦
巻
く
宮

廷
、
仰
々
し
い
ば
か
り
で
非
効
率
的
な
官
僚
機
構
、
教
会
や
宮
殿
の
中
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
退
届
で
空
虚
な
儀
礼
や
儀
式
の
数
々
…
…
。

　
だ
が
、
二
十
世
紀
も
終
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
そ
う
し
た
ビ

ザ
ン
ツ
皇
帯
宮
廷
の
周
辺
に
形
づ
く
ら
れ
た
豊
饒
な
表
象
と
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

の
世
界
は
、
改
め
て
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。
本
書
は
、
こ

の
よ
う
な
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
生
活
の
全
体
像
を
提
示
す
べ
く
、
～
九
九
四
年
四

月
に
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
成
果
を
集
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
以
下
に
晃
る
よ
う
に
、

全
体
は
六
つ
の
主
題
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
な
い
し
三
の
論
文
が
配

さ
れ
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
各
論
文
に

番
号
を
付
し
、
原
題
を
措
弧
内
に
表
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
1
　
皇
帝
の
空
間

　
①
G
・
P
・
マ
ジ
ェ
ス
カ
「
自
ら
の
教
会
の
な
か
の
皇
帝
ー
ー
聖
ソ
フ

　
　
ィ
ア
教
会
に
お
け
る
皇
帝
儀
礼
一
」
（
○
．
℃
■
ζ
a
Φ
路
P
．
．
日
冨

　
　
國
旨
b
Φ
δ
H
ぢ
錘
し
。
O
ざ
門
9
”
回
露
℃
9
或
国
9
毘
｝
嶺
跨
Φ
O
冨
8
げ
。
｛

　
　
ω
ρ
ω
8
ぽ
暁
）

　
②
A
・
R
・
リ
ト
ル
ウ
ッ
ド
「
宮
殿
の
庭
園
」
（
｝
即
江
巳
Φ
≦
。
○
斜

　
　
．
．
0
9
益
Φ
諺
。
｛
子
Φ
℃
巴
Φ
8
ω
、
．
）

　
H
　
皇
帝
の
装
束
と
崇
拝
用
事
物

　
③
E
・
ピ
ル
ツ
「
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
富
廷
装
束
」
（
国
卸
欝
w

　
　
．
、
竃
累
除
①
一
握
き
口
9
0
0
霞
什
O
o
ω
9
日
Φ
．
．
）

　
④
1
・
カ
ラ
ヴ
レ
ズ
ウ
「
帝
国
に
と
っ
て
の
「
救
い
の
手
」
一
皇
帝

　
　
儀
礼
と
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
に
お
け
る
聖
遺
物
崇
拝
一
」
（
H
’
囚
費
磐
H
？

　
　
N
o
∬
．
出
①
ゼ
ヨ
σ
q
国
き
山
。
。
8
H
費
Φ
閻
旨
讐
お
”
H
ヨ
較
量
巴
O
臼
Φ
白
。
巳
Φ
ω

　
　
鋤
a
§
Φ
○
詠
唱
o
h
幻
9
0
ω
讐
昏
Φ
b
d
団
鎚
昌
江
器
O
o
日
3

　
⑤
A
・
ウ
ェ
イ
ル
・
カ
ー
「
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

　
　
ノ
ー
ブ
ル
の
宮
廷
文
化
と
崇
敬
用
イ
コ
ン
」
（
｝
芝
Φ
凱
0
9
員

　
　
．
．
○
○
霞
魯
O
巳
け
霞
①
転
住
○
巳
陣
H
8
霧
ヨ
竃
箆
巳
Φ
し
ご
層
雲
昌
江
器

　
　
0
8
ω
＄
簿
ぢ
。
覧
Φ
、
、
）

　
m
　
外
国
宮
廷
と
の
交
流

　
⑥
W
・
ト
ロ
ン
ツ
ォ
「
ノ
ル
マ
ン
・
シ
チ
リ
ア
王
国
の
視
点
か
ら
見
た

　
　
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
文
化
ー
パ
レ
ル
モ
の
パ
ラ
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
の
事
例

　
　
1
…
」
　
（
芝
．
日
3
g
P
．
．
¢
d
繁
き
賦
器
0
2
誹
○
高
点
困
Φ
坤
。
ヨ
蔚
Φ

　
　
℃
9
馨
。
｛
＜
δ
≦
o
｛
黒
O
H
鶯
碧
ω
一
9
ぞ
H
↓
ゲ
Φ
O
霧
Φ
o
P
び
Φ
O
巷
℃
Φ
に
餌

　
　
℃
肥
土
ヨ
鋤
ぎ
℃
銑
9
日
。
、
、
）
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評

⑦
0
・
グ
ラ
バ
ー
ル
「
共
有
さ
れ
る
事
物
文
化
」
（
9
0
霜
げ
貰
．
．
日
冨

　
ω
訂
H
巴
○
巳
ε
お
○
｛
○
げ
」
8
け
ω
、
、
）

W
　
宮
廷
知
識
人
と
修
辞
学

⑧
G
・
T
・
デ
ニ
ス
「
皇
帝
賛
美
演
説
i
修
辞
と
現
実
一
」

　
（
○
．
↓
．
U
Φ
口
a
。
。
博
、
．
H
ヨ
℃
Φ
践
毘
℃
三
口
Φ
σ
Q
団
匡
Ω
囲
ゲ
Φ
8
鼠
。
鋤
p
島
円
Φ
既
博
粍
、
）

⑨
P
・
マ
グ
ダ
リ
ー
ノ
「
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
人
を
求
め
て
ー
レ
オ
ン
・

　
コ
イ
ロ
ス
フ
ァ
ク
テ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
・
マ
ナ
ッ
セ
ス

　
一
」
（
即
竃
餌
σ
Q
畠
犀
目
ρ
、
、
ぎ
ω
Φ
舘
9
Q
｛
穿
Φ
b
ご
冒
雪
凱
⇔
Φ
O
o
環
7

　
酔
δ
5
い
8
0
8
坪
○
ω
喜
p
。
算
①
ω
鋤
巳
O
o
器
鼠
算
ヨ
①
と
鋤
屋
。
。
切
Φ
ω
．
．
）

V
　
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
の
社
会
構
成

⑩
A
・
P
・
カ
ジ
ュ
ダ
ン
ー
M
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
「
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
の

　
社
会
的
圏
域
」
（
》
■
℃
．
瞬
幾
ま
竃
帥
窓
■
鼠
。
O
霞
旨
8
ぎ
．
．
日
ゲ
Φ
ω
9

　
0
芭
芝
。
門
匡
o
h
ひ
Φ
b
d
冒
留
鑓
ゆ
Φ
0
8
誉
、
、
）

⑪
N
・
イ
コ
ノ
ミ
デ
ス
「
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
の
宮
位
と
収
入
」
（
客

　
○
岸
8
0
邑
仙
8
崎
置
Φ
ω
節
巳
ぎ
8
日
Φ
簿
爵
Φ
b
d
腐
差
響
p
Φ
O
o
霞
代
、
）

W
　
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
の
芸
術

⑫
J
・
ト
リ
リ
ン
グ
「
ダ
イ
ダ
ロ
ス
と
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
ー
ビ
ザ

　
ン
ツ
宮
廷
神
話
に
お
け
る
芸
術
と
科
学
技
術
一
」
（
一
．
↓
H
謹
ぼ
α
q
》

　
．
．
U
器
畠
ぼ
6
。
鋤
a
穿
①
呂
α
q
国
試
p
α
q
臥
①
”
〉
昏
鋤
乱
↓
8
ぎ
。
δ
α
Q
《
ぼ
爵
Φ

　
ζ
《
静
。
｛
爵
Φ
b
d
冒
p
簿
ヨ
Φ
O
o
環
答
、
、
）

⑬
C
・
ジ
ョ
リ
ヴ
ェ
ー
レ
ヴ
ィ
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
聖
ソ

　
フ
ィ
ア
と
ア
ク
ダ
マ
ル
の
聖
十
字
架
教
会
に
お
け
る
悪
主
の
臨
在
と
表

　
象
」
（
ρ
本
営
Φ
け
白
曾
ざ
＾
．
軍
ひ
ω
Φ
8
Φ
①
窺
お
霞
Φ
。
・
象
ω
。
β
〈
Φ
邑
賢
帥

　
ω
鉱
9
Φ
－
ω
○
唱
匡
Φ
号
0
8
ω
欝
跨
ぼ
。
鳳
Φ
Φ
け
卿
一
、
⑲
σ
Q
濠
Φ
傷
①
賦
ω
鉱
葺
甲

　
9
9
×
侮
〉
α
q
算
p
農
業
．
、
）

⑭
H
・
マ
グ
ア
イ
ア

　
く
魯
蔓
0
8
溝
．
、
）

「
天
上
の
宮
廷
」
（
国
’
竃
p
ぴ
q
巳
「
ρ
．
．
↓
び
Φ
国
舞
－

　
次
に
各
論
文
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
、
適
宜
、
評
者
の
気
付
い
た

点
な
ど
を
申
し
添
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
の
マ
ジ
ェ
ス
カ
論
文
は
、
有
名
な
「
皇
帝
教
皇
主
義
」
を
め
ぐ
る
議
論

を
踏
ま
え
、
聖
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
で
挙
行
さ
れ
た
儀
式
の
な
か
で
皇
帝
が
演
じ

た
役
割
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
祭
司
」
と
し
て
の
側
面
を
照
射
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
典
礼
の
際
、
皇
帝
は
、
聖

体
拝
領
の
仕
方
な
ど
で
聖
職
者
に
準
じ
る
待
遇
を
受
け
る
反
面
、
儀
式
中
の

彼
の
通
常
の
居
場
所
は
他
の
廷
臣
た
ち
と
同
様
、
身
廊
部
で
あ
る
点
な
ど
、

常
に
「
聖
職
者
」
と
「
教
会
の
世
俗
的
守
護
者
」
の
間
を
揺
れ
動
く
両
義
的

な
存
在
に
留
ま
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
、
「
皇
帝
は
、
お
そ
ら
く
祭
司

か
つ
王
で
は
あ
っ
た
が
、
祭
司
王
で
は
な
か
っ
た
」
（
十
一
頁
）
と
い
う
結

論
が
導
き
だ
さ
れ
る
。
皇
帝
は
、
～
般
の
俗
人
と
は
異
な
る
あ
る
種
の
聖
性

を
帯
び
た
が
、
「
皇
帝
教
皇
主
義
」
の
名
の
下
に
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
強
力

な
カ
リ
ス
マ
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
天
上
」
と
「
地
上
」
、

二
つ
の
世
界
を
繋
ぐ
位
置
に
立
つ
皇
帝
の
象
徴
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
本
書

の
末
尾
の
マ
グ
ア
イ
ア
論
文
⑭
を
は
じ
め
、
こ
の
後
も
繰
り
返
し
論
及
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
次
い
で
、
②
の
リ
ト
ル
ウ
ッ
ド
論
文
は
、
表
題
の
ご
と
く
、
皇
帝
宮
殿
に

付
随
す
る
庭
園
を
主
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
叙
述
は
ま
さ
し
く
博
覧
強
記
、

そ
こ
で
扱
わ
れ
る
話
題
も
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
・
サ
サ

ン
朝
ペ
ル
シ
ア
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
庭
園
、
さ
ら
に
古
典
古
代
、
ロ
ー
マ
元

老
院
議
員
の
ヴ
ィ
ッ
ラ
や
帝
政
期
の
皇
帝
た
ち
の
離
宮
に
い
た
る
ま
で
の
支
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剛
者
の
庭
園
の
歴
史
に
及
ぶ
の
は
序
の
口
で
、
本
題
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
庭

園
に
つ
い
て
も
、
首
都
の
大
宮
殿
、
郊
外
の
離
宮
、
帝
国
教
会
施
設
の
庭
園

が
順
次
、
検
討
さ
れ
た
後
、
庭
園
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
や
草
花
の
種
類
、
水

路
、
噴
水
、
池
な
ど
の
庭
園
の
構
成
要
素
に
及
び
、
さ
ら
に
は
人
工
的
な
自

然
の
創
造
と
い
う
脈
絡
で
、
宮
殿
内
の
自
然
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
壁
面
装

飾
や
機
械
仕
掛
け
の
小
鳥
や
樹
木
に
話
は
転
じ
、
最
後
に
狩
猟
用
庭
園
と
動

物
園
に
触
れ
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
膨
大
な
情
報
量

に
は
圧
倒
さ
れ
る
が
、
豊
富
な
情
報
を
嬉
々
と
し
て
並
べ
立
て
る
ば
か
り
で
、

そ
こ
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
の
宮
殿
付
属
庭
園
に
つ
い
て
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
紡

ぎ
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
の
は
い
た
だ
け
な
い
。
こ
こ
で
読
者

が
味
わ
う
気
分
は
、
練
達
の
添
乗
員
に
あ
ち
こ
ち
の
名
所
旧
跡
を
わ
け
も
わ

か
ら
ぬ
ま
ま
に
連
れ
圏
さ
れ
、
突
然
、
見
知
ら
ぬ
街
角
で
嘆
き
去
り
に
さ
れ

た
ツ
ア
ー
客
の
そ
れ
の
よ
う
だ
、
と
言
え
ば
、
書
い
す
ぎ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
E
・
ピ
ル
ツ
の
論
文
③
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
型
の
『
儀
式
の

書
』
に
拠
り
つ
つ
、
皇
帝
と
高
官
た
ち
が
様
々
な
祭
礼
や
儀
式
の
お
り
に
着

用
し
た
衣
装
の
様
式
や
色
、
装
身
具
そ
の
他
の
小
物
類
な
ど
を
類
別
し
て
整

理
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
、
便
利
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

彼
女
が
掲
げ
た
「
祭
礼
の
多
様
性
と
、
皇
帝
の
宴
席
と
の
席
次
上
の
近
さ
に

応
じ
て
、
独
自
の
リ
ズ
ム
と
論
理
を
も
っ
て
変
化
す
る
装
束
に
つ
い
て
、
そ

の
リ
ズ
ム
を
体
系
化
し
、
論
理
を
解
読
す
る
」
（
三
九
買
）
と
い
う
課
題
が
、

充
分
に
達
成
さ
れ
て
い
る
か
と
雷
え
ば
、
か
な
り
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
聖
遺
物
の
帯
び
た
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
、
皇
帝
の
地
位
を
正

当
化
し
、
そ
の
権
力
を
宣
揚
す
る
武
器
と
し
て
、
い
か
に
活
用
さ
れ
た
の
か
、

を
問
う
カ
ラ
ヴ
レ
ズ
ウ
の
論
文
④
は
、
本
論
集
の
な
か
で
も
最
も
刺
激
的
な

論
考
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
最
初
の
殉
教
者
、
聖
ス
テ
パ
ノ
（
ス

テ
フ
ァ
ノ
ス
）
と
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
、
い
ず
れ
も
右
手
の
聖
裾
物
が
考
察
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
五
世
紀
前
半
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
ニ
世
の
姉
プ
ル
ケ
リ
ア
に
よ
っ
て
聖
地
か

ら
招
来
さ
れ
た
ス
テ
パ
ノ
の
腕
の
聖
遺
物
を
安
置
す
る
た
め
に
、
大
宮
殿
の

ア
ウ
グ
ス
テ
ウ
ス
と
い
う
名
の
広
間
に
隣
接
し
て
、
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
教
会

が
建
立
さ
れ
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ウ
ス
で
は
古
来
、
皇
紀
ら
の
戴
冠
の
儀
式
が

行
な
わ
れ
、
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
教
会
は
皇
帝
の
婚
礼
の
場
に
な
っ
た
。
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
フ
ア
ノ
ス

の
儀
式
で
は
、
冠
が
重
要
な
役
回
り
を
演
じ
て
お
り
、
「
花
の
冠
」
を
意
味

す
る
聖
者
の
名
前
が
、
ま
さ
し
く
両
者
を
結
び
付
け
る
機
能
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。

　
二
つ
の
建
物
を
繋
ぐ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ウ
ス
正
面
玄
関
の
柱
廊
部
は
「
黄
金

の
手
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
カ
ラ
ヴ
レ
ズ
ウ
は
、
神
の
祝
福
と
加
護

を
象
徴
す
る
「
神
の
手
」
の
造
形
表
現
が
こ
こ
に
あ
っ
た
た
め
と
推
定
す
る
。

こ
の
表
象
は
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
朝
の
皇
族
女
性
の
名
を
刻
む
貨
幣
に
多
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ
フ
ア
ノ
ス

れ
た
、
花
輪
を
持
つ
手
の
意
匠
と
重
な
り
合
い
、
花
冠
と
手
の
連
想
か
ら
、

こ
こ
で
も
聖
ス
テ
パ
ノ
の
腕
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
聖
者
の
腕
に
は
、
教
会
壁
薩
で
は
、
吊
り
香
炉
が
握
ら
れ
て
い
る
の

が
通
例
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
典
礼
で
吊
り
香
炉
を
振
る
皇
帝
の
姿
と
共
鳴
し

合
い
、
か
く
し
て
、
使
徒
に
よ
っ
て
叙
任
さ
れ
た
最
初
の
輔
祭
と
同
～
化
し

た
皇
帝
は
、
「
使
徒
に
等
し
き
者
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
振
り
撒
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
断
片
的
な
表
象
が
次
々
と
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
連
鎖

を
呼
び
、
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
の
連
環
を
生
み
出
し
て
い
く
語
り
口
は
見
事
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
十
世
紀
に
招
来
さ
れ
た
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
右
腕
に
関
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評書

す
る
議
論
は
、
ず
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
聖
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
受

洗
図
と
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
皇
帝
戴
冠
の
図
像
の
構
図
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
、
聖
ヨ
ハ
ネ
↓
キ
リ
ス
ト
↓
皇
帝
、
と
神
の
恩
寵
が
伝
達
さ
れ
た

こ
と
が
賠
示
さ
れ
る
。
洗
礼
図
の
キ
リ
ス
ト
に
似
て
、
身
を
屈
め
て
冠
を
受

け
る
皇
帝
の
ポ
ー
ズ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
に
等
し
き
看
」
と
し
て
、
地
上
の
支

配
権
を
神
か
ら
委
ね
ら
れ
た
彼
の
地
位
を
象
徴
し
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

皇
帝
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
で
同
一
化
す
べ
き
対
象
を
、
使
徒
か
ら
キ

リ
ス
ト
へ
と
格
上
げ
さ
せ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
聖
者
の
右
腕
、
と
い
う
共
通
す
る
主
題
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
五
十
紀

と
十
世
紀
の
皇
帝
像
の
違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
手
法
は
、
鮮
や
か
で
、

知
的
興
奮
を
呼
ぶ
。

　
聖
遺
物
の
次
は
、
イ
コ
ン
で
あ
る
。
ウ
ェ
イ
ル
・
カ
ー
の
論
文
⑤
は
、
国

家
・
王
朝
の
命
運
と
密
接
に
結
び
付
い
た
イ
コ
ン
が
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
に
存
在

し
た
か
、
と
問
う
。
こ
こ
で
は
、
大
宮
殿
に
近
い
ホ
デ
ゴ
ン
修
道
院
に
安
置

さ
れ
、
宮
廷
と
深
い
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
通
称
ホ
デ
ゲ
ト
リ
ア
の
聖
母

の
イ
コ
ン
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
皇
帝
の
軍
事
儀
礼
と
結
合
し
て
崇
敬
を
集
め

て
い
た
ブ
ラ
ケ
ル
ニ
テ
ィ
ッ
サ
の
イ
コ
ン
を
凌
駕
し
て
、
帝
都
の
守
護
者
と

し
て
の
権
能
を
強
め
て
い
く
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
⑥
の
ト
ロ
ン
ツ
ォ
論
文
は
、
従
来
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
亜
流
、
と
い
う
あ
ま
り

有
り
難
く
な
い
レ
ッ
テ
ル
付
き
で
語
ら
れ
が
ち
な
ノ
ル
マ
ン
・
シ
チ
リ
ア
王

国
の
宮
廷
文
化
の
再
評
価
を
試
み
た
も
の
。
こ
こ
で
は
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
ニ

世
王
に
よ
っ
て
パ
レ
ル
モ
の
王
宮
内
に
建
立
さ
れ
た
、
パ
ラ
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
部
装
飾
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
王

の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
解
読
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
の
考
察
に
よ
れ
ば
、

ビ
ザ
ン
ツ
教
会
建
築
の
規
範
に
反
し
、
聖
域
の
北
側
、
キ
リ
ス
ト
伝
の
壁
画

群
に
割
り
込
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
王
の
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
無
知
に
由
来
す

る
逸
脱
で
は
な
く
、
画
像
の
キ
リ
ス
ト
と
生
身
の
王
と
を
対
置
さ
せ
、
王
が

キ
リ
ス
ト
に
似
て
、
神
に
よ
り
地
上
に
下
さ
れ
た
支
配
者
で
あ
る
こ
と
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。
一
方
、
当
初
は
キ
リ
ス
ト
教

的
な
装
飾
が
一
切
施
さ
れ
ず
、
イ
ス
ラ
ム
風
の
意
匠
で
覆
わ
れ
た
身
熟
部
は
、

世
俗
の
支
配
者
と
し
て
の
王
の
地
位
を
象
徴
す
る
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
様
式
の
鋭
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
王
が
も
つ
二
つ
の

属
性
を
象
徴
す
る
の
だ
と
い
う
。
美
術
史
に
疎
い
評
者
の
素
朴
な
疑
問
だ
が
、

本
来
、
聖
な
る
空
間
で
あ
る
べ
き
礼
拝
堂
内
に
、
ど
う
し
て
世
俗
的
な
雰
囲

気
が
注
溢
す
る
イ
ス
ラ
ム
装
飾
を
王
は
導
入
し
た
の
か
、
そ
の
真
意
が
、
い

ま
ひ
と
つ
推
し
量
れ
な
い
。

　
グ
ラ
バ
ー
ル
の
論
文
⑦
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
・
イ
ス
ラ
ム
両
宮
廷
の
間
で
外
交

上
の
贈
物
と
し
て
や
り
と
り
さ
れ
た
豪
華
な
工
芸
品
や
高
級
織
物
に
注
目
し
、

そ
こ
に
は
従
来
、
競
わ
れ
て
き
た
「
東
方
」
の
影
響
を
見
る
よ
り
、
両
宮
廷

の
双
方
向
的
な
交
流
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
二
つ

の
宮
廷
の
間
で
、
信
仰
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
種
の
器
物
が
愛
好
さ

れ
た
の
は
、
宮
廷
に
お
け
る
行
動
形
態
や
習
俗
が
共
通
し
て
い
た
か
ら
だ
、

と
い
う
結
論
に
は
、
い
さ
さ
か
飛
躍
が
あ
ろ
う
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
を
通
じ
て
、
帝
国
の
公
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
南
分
と
し
て

機
能
し
て
き
た
皇
帝
賛
辞
演
説
は
、
反
面
、
い
た
ず
ら
に
美
辞
麗
句
を
連
ね

る
ば
か
り
で
、
皇
帝
へ
の
露
骨
な
追
従
に
終
始
す
る
空
虚
な
作
品
と
現
代
の

研
究
者
に
は
み
な
さ
れ
、
等
閑
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
皇
帝
賛
辞

文
の
史
料
と
し
て
の
再
評
価
を
図
っ
て
い
る
の
が
、
デ
ニ
ス
の
論
文
⑧
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
修
辞
作
品
は
、
主
題
と
な
る
出
来
事
の
直
後
に
執
筆
、
発
表

さ
れ
た
た
め
、
聴
衆
も
そ
の
出
来
事
の
直
接
の
目
撃
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
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事
件
の
内
容
に
大
き
な
改
窺
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
彼
は
指

摘
し
、
そ
れ
が
歴
史
叙
述
に
劣
ら
ぬ
史
料
価
値
を
有
し
た
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
彼
の
提
言
に
異
論
は
な
い
が
、
際
限
も
な
い
賛
美
と
追
従
の
な
か
に
、

宣
揚
す
べ
き
皇
帝
像
の
変
遷
を
読
み
取
る
、
と
い
っ
た
修
辞
作
品
な
ら
で
は

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
も
、
合
わ
せ
て
試
み
ら
れ
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
マ
グ
ダ
リ
ー
ノ
の
論
文
⑨
は
、
宮
廷
に
関
わ
る
人
物
の
著
作
を
分
析
し
、

そ
こ
か
ら
宮
廷
の
も
つ
心
性
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
解
き
明
か
す
、
と
い
う
手

法
を
と
る
。
彼
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
十
世
紀
初
頭
の
レ
オ
ン
・
コ
イ
ロ
ス

フ
ァ
ク
テ
ス
と
十
二
世
紀
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
・
マ
ナ
ッ
セ
ス
で
あ
る
。

マ
グ
ダ
リ
ー
ノ
は
、
こ
の
両
人
が
、
教
会
の
危
険
堅
し
た
占
星
術
に
好
意
的

だ
っ
た
点
、
皇
帝
宮
殿
内
の
建
築
や
美
術
作
品
を
讃
え
る
修
辞
作
品

①
近
流
p
ω
①
δ
を
著
し
て
い
る
点
な
ど
、
共
通
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
コ
イ
ロ
ス
フ
ァ
ク
テ
ス
が
皇
帝
の
建
築
事
業
を
創

造
主
た
る
神
の
業
と
対
比
さ
せ
、
皇
帝
の
絶
対
権
力
を
讃
え
て
い
る
の
に
対

し
、
マ
ナ
ッ
セ
ス
の
場
合
、
皇
帝
権
に
対
す
る
個
人
の
自
立
性
が
相
対
的
に

高
ま
っ
た
十
二
世
紀
の
時
代
相
を
背
景
と
し
て
、
同
様
の
作
品
で
、
作
業
に

携
わ
っ
た
職
人
の
腕
前
を
賛
美
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
注

目
し
、
両
者
の
相
違
点
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
「
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
人
を
求
め
て
」
と
い
う
主
題
を
掲
げ

た
上
で
、
「
典
型
的
な
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
費
と
は
、
エ
ク
フ
ラ
セ
イ
ス
を
書
く

占
星
術
師
で
あ
る
」
（
一
六
四
買
）
と
い
う
結
論
は
、
「
結
論
が
先
に
あ
り

き
」
と
い
う
印
象
が
拭
い
が
た
い
。
マ
グ
ダ
リ
ー
ノ
が
何
を
も
っ
て
「
典

型
」
と
言
う
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
が
「
平
均
的
」

を
意
味
し
な
い
の
は
明
ら
か
な
よ
う
だ
。

　
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
社
会

の
包
括
的
検
討
を
目
指
す
論
文
⑩
は
、
九
七
年
五
月
に
惜
し
く
も
急
逝
し
た

A
・
P
・
カ
ジ
ュ
ダ
ン
と
、
M
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
共
編
で
あ
る
。
さ
し
も

の
碩
学
二
人
を
も
っ
て
し
て
も
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
こ
の
大
き
な
課
題
に
立

ち
向
か
う
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
の
主
題
に
関
連
す
る
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク

ご
と
に
簡
単
な
素
描
が
示
さ
れ
る
、
と
い
う
体
裁
を
と
る
以
上
、
個
々
の
議

論
に
深
く
掘
り
下
げ
た
考
察
を
望
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
し
た
な
か

で
も
、
門
地
が
な
い
若
者
が
宮
廷
社
会
で
栄
達
し
て
い
く
形
態
を
検
討
す
る

な
か
で
、
有
力
な
廷
臣
の
家
産
組
織
を
経
由
し
て
宮
廷
入
り
を
果
た
す
パ

タ
ー
ン
が
十
世
紀
に
多
く
見
ら
れ
る
、
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
時
代
が
、
と

も
す
る
と
機
能
的
な
官
僚
機
構
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

だ
け
に
、
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
十
世
紀
に
宮
廷
内
の
席
次
や
各
種

の
整
然
と
し
た
儀
式
が
重
ん
じ
ら
れ
た
の
は
、
思
い
の
ほ
か
そ
の
地
位
が
不

安
定
だ
っ
た
支
配
層
の
構
成
員
た
ち
の
安
定
と
秩
序
を
望
む
気
持
ち
の
反
映

だ
っ
た
、
と
い
う
所
説
は
、
お
そ
ら
く
論
証
は
困
難
だ
ろ
う
が
、
魅
力
的
な

仮
説
で
あ
る
。

　
N
・
イ
コ
ノ
ミ
デ
ス
の
論
文
⑪
は
、
皇
帝
宮
廷
の
成
員
が
得
る
収
入
の
性

質
、
獲
得
方
法
が
九
一
十
世
紀
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
と
十
二
世
紀
の
コ
ム
ネ
ノ

ス
朝
の
時
代
で
は
、
十
一
世
紀
の
危
機
を
経
て
一
変
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
れ
を
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
理
論
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
欲
作
で
あ
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
の
時
代
は
、
貨
幣
流
通
を
国
家
が
管
理
す
る

「
統
制
経
済
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
国
家
は
租
税
と
し
て
集
積
し
た
大
量
の

金
を
、
官
職
・
爵
位
保
有
者
や
軍
隊
に
俸
給
、
年
金
と
し
て
分
配
す
る
こ
と

で
、
貨
幣
流
通
の
ポ
ン
プ
役
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ス

テ
ム
は
、
大
量
の
現
金
を
集
積
し
、
そ
れ
を
比
較
的
長
期
の
問
、
寝
か
し
て

お
け
る
よ
う
な
状
況
、
つ
ま
り
貨
幣
需
要
に
ゆ
と
り
の
あ
る
場
合
に
の
み
、
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評｛島：

う
ま
く
機
能
し
た
、
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
人
口
増
と
経
済
発
展
が
相
挨
っ
て
、
貨

幣
需
要
が
急
激
に
増
大
し
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
は
危
機
に
瀕
し
た
。
帝
国
政

府
が
こ
の
時
期
に
大
々
的
に
導
入
し
た
徴
税
請
負
制
や
元
老
院
の
お
そ
ら
く

有
償
で
の
開
放
も
、
こ
う
し
た
危
機
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
一
連
の
シ
ス
テ
ム
の
危
機
は
、
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
下
、

国
家
高
官
や
軍
隊
へ
の
現
金
支
給
の
度
合
い
を
下
げ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
土

地
や
徴
税
権
を
分
与
す
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
時
に
よ
う
や
く
収
拾
に

向
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
国
家
は
金
を
集
め
て
は
分
配
す
る
ポ
ン
プ
役
を
降

り
、
貨
幣
の
か
な
り
の
部
分
が
、
国
家
の
徴
税
組
織
を
介
す
る
こ
と
な
く
、

直
接
、
納
税
者
か
ら
軍
人
や
官
職
保
有
者
な
ど
の
受
益
者
の
手
に
渡
っ
た
か

ら
、
貨
幣
流
通
の
効
率
は
向
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貨
幣
論
の
視
座
か
ら

マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
と
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
国
家
機
構
の
性
格
の
相
違
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
手
並
み
は
見
事
と
言
え
よ
う
。

　
⑫
の
ト
リ
リ
ン
グ
の
論
文
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
の
芸
術
と
科
学
技
術
の
相

互
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
思
わ
せ
ぶ
り
な
タ
イ
ト
ル
は
、
宝
石
で
飾
ら

れ
た
機
械
仕
掛
け
の
小
鳥
よ
り
も
、
本
物
の
ナ
イ
テ
ィ
ン
ゲ
ー
ル
の
歌
声
の

方
が
美
し
く
、
尊
い
こ
と
を
説
く
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
寓
話
と
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
の
名
高
い
名
匠
の
名
に
由
来
す
る
。

　
彼
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
宮
廷
に
あ
っ
た
曇
る
小
鳥
を
の
せ

た
黄
金
の
木
な
ど
の
自
動
機
械
を
、
単
な
る
子
供
だ
ま
し
、
芸
術
の
退
廃
し

た
姿
と
す
る
見
方
を
退
け
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ビ
ザ
ン
ツ
人
独
特
の

や
り
方
で
自
然
を
再
現
、
再
創
造
す
る
行
為
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
う
し
た

自
動
機
械
は
来
客
を
驚
か
せ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
皇
帝
が
軍
事
的
に
も
応
用

で
き
る
高
度
な
科
学
技
術
を
も
つ
こ
と
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
が
真
の
目
的
に

な
っ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
、
東
方
風
の
悪
趣
味
な
こ
け
お
ど

し
、
と
い
っ
た
冷
や
や
か
な
評
価
が
散
見
さ
れ
た
こ
の
種
の
自
動
機
械
に
、

皇
帯
の
現
実
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
た
深
慮
が
込
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
彼

の
所
説
は
斬
新
で
あ
る
。
た
だ
、
意
地
の
悪
い
雷
い
方
を
す
れ
ば
、
リ
ウ
ト

プ
ラ
ン
ト
の
記
述
な
ど
を
見
る
か
ぎ
り
、
観
る
側
が
皇
帝
の
真
意
を
充
分
に

理
解
し
て
そ
れ
ら
を
見
物
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
の
だ
が
。

　
唯
一
の
仏
語
論
文
⑬
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
（
九
世
紀
末
－
十
世
紀
初
頭
）
の

二
つ
の
造
形
作
品
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
、
聖
ソ
フ
ィ
ア

聖
堂
の
南
北
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
天
井
部
と
、
小
ア
ジ
ア
の
ヴ
ァ
ン
湖
南
東
、
ア

ク
ダ
マ
ル
島
の
聖
十
字
架
教
会
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
留
主
が
込
め
た
政

治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
皇
帝
の
私
的
礼
拝
に
用
い
ら
れ
た
聖
ソ
フ
ィ
ア
の
南
側
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の

天
井
に
は
、
か
つ
て
パ
ン
ト
ク
ラ
ト
ー
ル
の
キ
リ
ス
ト
像
と
聖
霊
降
臨
図
が

描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
十
八
一
十
九
世
紀
の
素
描
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
リ
ヴ
ェ
ー
レ
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、
天
使
に
囲
ま
れ
た
パ
ン
ト
ク
ラ
ト
ー
ル

像
の
下
に
、
廷
臣
に
囲
ま
れ
た
生
身
の
皇
帝
が
席
を
占
め
る
の
は
、
天
上
の

宮
廷
と
地
上
の
そ
れ
と
の
関
係
を
可
視
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
聖
霊

降
臨
図
も
、
使
徒
の
任
務
を
継
承
し
、
選
ば
れ
た
民
を
正
し
い
信
仰
に
導
き
、

異
教
徒
を
打
ち
払
う
皇
帝
の
使
命
を
宣
揚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
次
い
で
考
察
は
、
ア
ク
ダ
マ
ル
島
の
聖
十
字
架
教
会
の
有
名
な
外
壁
レ

リ
ー
フ
装
飾
や
内
部
の
雪
渓
の
分
析
に
移
る
。
こ
こ
で
も
、
一
連
の
図
像
は
、

聖
教
会
を
建
立
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
系
ヴ
ァ
ス
プ
ラ
カ
ン
王
国
の
ガ
ギ
ク
一
世

の
王
権
宣
揚
を
目
的
に
描
か
れ
た
、
と
い
う
前
提
の
下
に
解
読
が
進
め
ら
れ

る
。
教
会
の
外
壁
を
巡
る
葡
萄
唐
草
模
様
の
な
か
に
様
々
な
動
物
や
田
園
生

活
の
諸
相
が
配
さ
れ
た
意
匠
は
、
国
土
の
豊
穣
と
王
が
も
た
ら
し
た
平
和
と
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繁
栄
を
象
徴
し
て
お
り
、
聖
堂
の
内
外
に
繰
り
返
し
現
わ
れ
る
ア
ダ
ム
像
は
、

楽
園
で
神
の
代
理
者
と
し
て
被
造
物
の
上
に
君
臨
す
る
ア
ダ
ム
と
、
地
上
の

王
国
を
統
べ
る
王
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
後
者
の
地
位
の
正
統
化
を
図
る
も

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ヨ
ナ
の
訓
戒
に
耳
を
傾
け
る
ニ
ネ
ヴ
ェ
王
や
旧
約

の
族
長
や
王
な
ど
、
聖
堂
外
壁
の
レ
リ
ー
フ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
理
想
の
王

権
の
イ
デ
ー
を
宿
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
ア
ク
ダ
マ
ル
教
会
の
複
雑
な
壁
面
装
飾
を
、
王
権
宣
揚
と
い
う
視
角
か
ら

ク
リ
ア
に
切
り
取
っ
て
み
せ
る
手
捌
き
は
鮮
や
か
で
あ
り
、
数
年
前
に
現
地

を
訪
れ
、
外
壁
レ
リ
ー
フ
の
謎
め
い
た
魅
力
に
圧
倒
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
評

者
に
は
、
個
人
的
に
も
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
た
だ
、
あ
え
て
難
を
言
え

ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
ア
ク
ダ
マ
ル
の
二
つ
の
主
題
が
実
質
的

に
別
個
の
考
察
に
な
っ
て
お
り
、
両
者
を
比
較
、
検
討
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

な
い
点
が
残
念
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
国
境
を
接
し
、
厳
し
い
軍
事
的

対
立
と
緊
密
な
文
化
的
交
流
を
体
験
し
て
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
系
王
国
の
王
権

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
の
宣
揚
の
技
法
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
そ
れ
と
比
べ
て
、

い
か
な
る
相
違
、
特
質
を
も
っ
た
の
か
が
ビ
ザ
ン
ツ
と
の
比
較
の
な
か
で
、

も
っ
と
鮮
明
に
な
る
よ
う
な
工
炎
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
論
文
と
し
て
の
完
成

度
も
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
人
が
、
皇
帝
の
宮
廷
を
天
上
の
宮
廷
の
似
姿
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
こ
と
は
、
本
論
文
集
で
も
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

論
集
の
捧
尾
を
飾
る
マ
グ
ア
イ
ア
の
論
文
⑭
は
、
皇
帝
の
装
束
を
着
た
大
天

使
と
、
十
三
世
紀
以
降
、
翼
を
つ
け
て
表
現
さ
れ
る
皇
帝
の
図
像
を
手
が
か

り
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
宮
廷
の
相
互
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
て

い
る
。
彼
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
二
つ
の
宮
廷
は
互
い
に
没
交
渉
で
は
な

く
、
一
方
の
成
員
が
他
方
へ
と
往
き
来
で
き
た
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
天

上
の
宮
廷
」
の
図
像
で
は
、
中
央
に
座
す
キ
リ
ス
ト
、
な
い
し
聖
母
、
の
両

脇
に
控
え
る
大
天
使
と
皇
帝
は
同
一
の
装
束
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
は
、
皇
帝
の
衣
装
は
、
神
の
特
別
な
恩
寵
を
享
受
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を

示
す
記
号
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
～
般
の
聖
者
も
天
上
で
は

皇
帝
の
装
束
を
着
用
し
て
い
た
、
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
証
拠
で
あ

る
。
天
使
と
皇
帝
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
風
潮
の
延
長
線
上
に
、
十
三

世
紀
以
降
の
有
翼
の
皇
帝
像
の
出
現
が
位
鐙
付
け
ら
れ
る
。
　
一
方
、
「
地
上

の
宮
廷
」
で
は
、
中
央
に
立
つ
皇
帝
は
、
「
天
上
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の

位
遣
を
占
め
、
脇
に
立
つ
宮
廷
寅
官
や
将
軍
の
衣
装
を
着
け
た
大
天
使
の
補

佐
と
奉
仕
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
。
「
天
上
」
で
は
天
使
と
同
格
で
あ
り
、

「
地
上
」
で
は
天
使
の
助
力
を
得
た
皇
帝
の
地
位
は
、
か
く
し
て
神
の
加
護

の
下
に
置
か
れ
、
～
般
臣
民
と
は
隔
絶
さ
れ
た
超
越
的
な
権
威
を
帯
び
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
最
後
に
、
本
書
全
体
を
振
り
返
っ
て
、
二
、
三
、
気
付
い
た
点
を
書
き
添

え
て
お
こ
う
Q

　
ま
ず
第
一
は
、
「
宮
廷
文
化
」
と
い
う
用
語
の
問
題
で
あ
る
。
基
本
的
用

語
の
定
義
を
冒
頭
で
行
な
っ
て
い
る
論
文
⑩
、
西
欧
社
会
を
念
頭
に
作
ら
れ

た
「
宮
廷
文
化
」
と
い
う
概
念
を
ビ
ザ
ン
ツ
に
適
用
す
る
こ
と
が
容
易
で
な

い
こ
と
を
指
摘
す
る
⑨
、
何
を
も
っ
て
「
宮
廷
芸
術
」
と
い
う
べ
き
か
自
問

す
る
⑫
を
別
に
す
れ
ば
、
他
の
大
半
の
論
文
は
、
こ
の
用
語
を
厳
密
に
定
義

付
け
る
こ
と
な
く
、
ご
く
ル
ー
ズ
に
用
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
が

ひ
い
て
は
、
個
々
の
論
文
の
主
題
設
定
の
際
に
全
体
の
統
一
性
に
必
ず
し
も

充
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
全
体
と
し
て
は
や

や
散
漫
な
読
後
感
を
生
む
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
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評書

し
た
用
語
法
の
曖
昧
さ
は
、
論
文
集
に
お
け
る
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
の
統
一

性
を
重
視
す
る
我
が
国
の
研
究
者
に
は
、
気
に
な
る
点
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
種
の
国
際
的
共
同
研
究
に
お
い
て
、
事
前
に
報
告

激
闘
の
緻
密
な
意
見
調
整
を
行
な
う
の
が
技
術
的
に
困
難
な
こ
と
も
斜
酌
せ

ざ
る
を
得
ま
い
。

　
第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
本
書
全
体
を
通
覧
す
れ
ば
誰
で
も
気
付
く
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
顕
著
な
点
で
あ
る
。
図
版
を
掲
載
し
た
論
文
は
八
篇
を
数
え
、
過
半

数
を
越
え
る
。
こ
れ
は
、
執
筆
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
美
術
史
家
が
優
位
を
占

め
た
、
と
い
う
よ
り
、
造
形
作
品
か
ら
「
歴
史
」
を
読
む
方
法
論
が
ビ
ザ
ン

ツ
史
で
も
必
須
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
、
と
受
け
と
め
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
際
に
は
、
現
存
す
る
造
形
作
品
が
宗
教
的
な
そ
れ
に
ほ
ぼ

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
今
日
で
は
失
わ
れ
た
大
量
の
世
俗
的
作

品
に
も
思
い
を
及
ぼ
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
現
存
し
な
い
作

品
に
つ
い
て
文
献
上
の
知
見
を
収
集
す
る
、
C
・
マ
ン
ゴ
や
P
・
マ
グ
ダ

リ
ー
ノ
の
仕
鞠
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
・

　
最
後
に
本
書
を
読
み
終
え
て
感
じ
る
の
は
、
多
彩
な
論
文
を
集
め
た
本
書

を
も
っ
て
し
て
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
文
化
の
全
容
を
捉
え
る
に
は
い
た
つ
て

い
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
宮
廷
の
通
常
の
所
在
地
で
あ
る

皇
帝
宮
殿
と
そ
れ
を
包
摂
す
る
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
相
互
関

②係
を
究
明
す
る
本
格
的
な
論
考
が
待
望
さ
れ
る
。
近
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
再
び
盛
況
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

施
・
そ
う
し
た
成
果
も
合
わ
せ
て
・
近
い
将
来
に
こ
の
方
面
で
・
さ
ら
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
な
収
穫
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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